
　　　　

R7 年 2 月 5 日

10 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 　「個々に寄り添ったきめ細やかな支援」を行います

事業所名 さくら総合発達支援センターホープ 作成日支援プログラム(児童発達支援)

〇個々の認知の特性についての理解と対応を行います。　〇対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得に向けた遊びや療育を実施します。
〇行動障害の予防、及び対応に取り組みます。
〇他者や季節、数の認知に繋げられるような遊びや療育を実施します。

〇人と人との関係構築のためのコミュニケーションスキルの獲得を目指します。また、コミュニケーション手段の選択をし、その手段を活用出来るよう支援しまます。
〇他者が発する言語を「音」として耳から取り入れ、発する手段・方法を学んでいきます。そこから発音→発語等言語習得に繋げていけるよう支援します。

〇ソーシャルスキルの獲得のために他者との信頼関係を築き情緒の安定を図ります。
〇ルールのある遊びや集団療育の中で、約束を守って活動し、社会に出るための準備をします。。

支援方針

１． 子どもたちそれぞれの発達に応じた支援を提供します。 ２． 子どもたちが今できていることを伸ばす支援を提供します。 ３． 子どもたちや保護者が安心して通所できる安全な環
境を提供します。 ４． 子どもたちの関係機関（保育所、幼稚園、自治体、医療機関、療育機関）と連携した支援を提供します。 ５． 職員それぞれが専門職としての自覚を持ち、学び続
け、人間性の向上に努めます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

〇食育、運動療育、制作、感覚遊び、プール遊び等の実施
〇外出(公園、科学館、買い物体験等)
〇お誕生日会(毎月)、クリスマス会、お別れ会(年度末)

（別添資料１）

家族支援

〇定期的に情報共有を行い、家族や子どもに必要な事、心配な事を汲み取り解決
に努めます。
〇ご家族の心理的ケアにも努めます。

移行支援

〇就園、進級、就学を見据え、ご家族や医療機関、幼稚園、保育園、学校
と密に連携をし、スムーズに移行できるようにします。

地域支援・地域連携

〇幼稚園、保育園、小学校と日々の情報共有や送迎時の安全な受け渡し方法など
で連携を図っています。
〇依頼があれば、施設の利用がない子どもの保育所等訪問支援も行い、気になる
子どもの相談なども受けています。

職員の質の向上

〇外部研修への参加(１回以上／年)
〇内部研修の実施、参加(１回以上／年)
〇資格習得のバックアップ
〇ほぼ毎月のカンファレンスの実施

支　援　内　容

〇健康的な生活リズムを作る為の規則正しい生活を送ります。　〇基本的生活スキルの獲得を目標に活動します。
〇本人にとって生活しやすい健康状態の維持、改善に取り組みます。〇医療的ケア児の栄養摂取の管理を行います。

〇粗大運動・微細運動により、姿勢と運動・動作の基本的技能、身体的体力、移動能力の向上を図ります。
〇遊びや療育を通して五感にアプローチしていきます。
〇感覚特性への対応も行います。
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